


































































から 40 年　資料でたどる薬害の原点」報告」は，2018 年度に大原社会問題研究所で実施された 100
周年記念展示の際の薬害スモン関係資料展示の記録である。実物資料 16 点と 6枚の解説パネルに
よって構成された小さな展示ではあるが，薬害スモンの被害の実態や運動の経過等を紹介してい
る。川田恭子による本記録は主として展示構成の意図や観覧者からの感想等を紹介するものであり，
アーカイブズにおける普及啓発活動の一事例を提供する。
以上の各論考を通して，薬害スモン関係資料の意義や利用可能性が多くの人に認識され，今後広
く学術研究等に当該資料が活用されることを期待したい。
（しみず・よしひと　法政大学大原社会問題研究所准教授）
